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•

.頭
に
述
べ
た
ょ
ぅ
に
®

調
耷
の
.統
計
的
研
究
に
一
っ
の
里
砠
ま
を
双
ぇ
る
も 

の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
？

フ
ァ
レ
ル
式
と
の
比
較
に
つ
：い
て
は
、
.他
日
を
期 

す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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c
o
n
s
u
m
p
t
i
o
n

,

沙 
mus-colmtry 

study,

*d
d
'to
l
.

|

者
選
擇
の
理
論
は
最
近
に
ぉ
い
て
著
し
い
進
步
を
示
し
た
が
、
そ
'の
實 

際
的
適
用
に
當
つ
て
は
尙
多
く
の
問
題
が
殘
さ
れ
て
い
る
。
偶
々
國
際
計
量
經 

濟

の

機

關

誌E
c
o
n
o

日e
t
r
i
c
a

一
 

九
五
六
年
一
月
號
誌
上
に
こ
の
問
題 

が
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ'こ
に
紹
介
し
た
い
。
こ
の
問
題
.に
關
す
る 

論
文
は 

Jur§

ffln, 

L
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n
g

cve
r
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 trends in food c
o
n
s
u
m
p

c+ion, 
a

 multi-country study, pp. 
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l
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e
r
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農
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働
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中
產
階
級

i  r^ i
第 1 圖

五ニ 

(

五
四
〇

)

!

p
p
.
I
I
.

の
：ニ
つ
で
あ
る
。
と
こ
で
は
前
者
だ
け
を
紹
介
し
よ
う
。
こ
の
論
文 

は
所
得
の
壻
大
又
はi

の
下
落
に
よ
つ
て
食
物
の
需
要
に
與
え
る
影
響
を
述 

ベ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
便
宜
上
個
々
の
食
物
を
取
极
う
代
り
に
數
種
の 

グ
ル
I
プ
に
分
け
て
取
扱
う
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
比
較
的
廉
價
な
必
需
品 

と
、
贅
澤
品
に
分
け
る
方
法
が
最
も
簡
單
で
あ
る
。
又
、
農
產
物
の
見
地
か
ら 

動
t

食
物
を
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
、
馬
鈴
碧
、
砂
糖
、
植
物
汕
等
と
對
比 

さ
せ
る
方
が
無
理
が
な
い
。
第1
圖

(

前
頁)

.
は
戰
前
に
お
け
る
歐
米
諸
國
の 

一
人
當
り
一
日
の
ヵ
ロ
リ|
磺
¥
量一

物
性
食
物
と
他
の
：項

nt —
-

を
人 

ロ
一
人
當
り
の
實
質
所
得
に
對
比
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
圖
を
見
る
と
植
物 

性
食
物
の
需
要
面
數
は
双i

函
數
を
示
し
て
居9
、
直
線
的
關
係
を
認
め
る 

こ
と
は
で
ぎ
な
い
。

デ
を
所
得
、
需
要
を

I
、

所
得
彈
カ
性
を§
、
動
物
性
食
物.を
«
、
他
の
食 

物
を
V
、
總
カ
ロ
リ
ー
を6
で
表
わ
せ
ば
、

f
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r
Y

f
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ノ

p(
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i
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r
+
1
3
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I
H
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f
r
-
f
r

IS
r
+
1
3

な
る
結
果
.を
得
る
。
こ
れ
等
の
諸
國
は
地
理
的
に
相
當
離
れ
て
い
る
し
、
消
費 

の
習
慣
、'價
格
體
系
等
に
差
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
右
の
よ
ぅ
な
}

1

數
關
係
を 

.導
出
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
理
論
値
と
實
際
値
の
間
の
差
は
あ
る
場
合
に
は
相
當 

に
大
き
い
が
、.例
え
ば
地
中
海
沿
岸
諸
國
の
カ
ロ
，リ
丨
：聩
取
量
は
、
生
活
水
準

が
同
じ
で
も
氣
候
的
條
件
に
よ
っ
て
他
の
歐
州
諸
國
よ
り
も
少
な
く
て
濟
む
等 

の
理
由
で
こ
の
ギ
ャ.ッ
プ
を
說
明
で
き
る
。
し
か
し
と
れ
等
の
要
因
は
不
規
則 

變
動
的
處
理
を
す
る
こ
と
は
で
き
な.い
。
ノ 

戰
後
に
お
い
て
は
價
格
體
系
に
著
し
い
變
化
が
あ
っ
た
た
め
、
消
費
の
構
造 

も
變
化
し
た
が
、
し
か
も
全
體
と
し
て
見
れ
ば
i

の
形
は
比
較
的
安
定
し
て 

い
る
。
し
か
し
國
別
に
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
程
度
に
相
違
が
あ
る
の
で
、
國
際
此 

較
、
特
に
長
期
發
展
を
含
む
國
際
比
較
が
可
能
と
な
る
か
の
問
題
が
起
る
。
し 

か
も
所
得
彈
カ
性
は
ス

H

丨
デ
ン
一
國
を
と
っ
て
見
て
も
相
當
の
差
が
あ
る
の 

で
こ
の
問
題
に
答
え
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
所
得
彈
カ
性
の
下
降
は
主
と
し 

て
所
得
水
準
の
向
上
に
.よ
っ
て
起
る
も
の
か
又
は
他
の
原
因
に
よ
る
も
の
か
を 

考
察
す
る
必
獎
が
あ
る
。
ス
エ
ー
デ
ン
の
調
査
に
よ
れ
ば
前
者
が
正
し
く
、
消 

費
の
習
慣
等
の
社
會
的
要
因
の
影
響
は
比
較
的
小
さ
い
。
こ
の
事
情
を

#
rt
す 

れ
ば
第
1
圖

の

上

.の
値
は
相
當
に®

し
て
よ
い
。
動
物
性
食
物
の
消
費 

水
準
の
差
は
人
口
や
國
別
に
よ
っ
て
生
ず
る
と

云
ぅ
よ
り
も
所
^
水
準
に
よ
っ 

て
定
ま
る
と
云
っ
て
よ.い
。
次
に
消
費
水
準
の
變
化
の
問
題
を
と
り
上
げ
る
際 

に
は
、
今
日
滋
養
物
の
水
準
の
高
く
な
っ
て
い
る
國
の
織
勢
を
見
る
と
便
利
で 

あ
る
。
ス
エ
I
デ
ン
と
ア
メ
リ
カ
の
資
料
を
見
る
と
滋
養
物
の
一
入
當
り
消
費 

に
關
す
る
兩
渚
の.差
は
小
さ
い
。

一
九
〇
九

—

五
ニ
年
に
は
ス
エ
ー
デ
ン
の
生 

活
水
準
は
急
連
に
向
上
し
、
第
一
次
大
戰
前
に
植
物
性
食
物
の
磺
取
量
は
飽
和 

點
に
達
し
、

一
八
八0
年
に
は
動
物
性
食
物
の
攝
取
量
は
四
分
の
一
で
あ
っ
た 

が
今
や
二
分
の
一
に
近
づ
：い
て1>
る
。
ア
メ
リ
ヵ
で
は
；
一
層
高
い
水
準
に
お
い 

て
で
あ
る
が
.

1

九
◦
九—

ニ
九
年
に
類
似
の
現
象
が
見
ら
れ
る
。

,
か
く
して
ア

メリ

力
ど
スエ

I

.

デ
ン
の
類
似
挫
か
らJ
u
rs'
n

は
各
國
に 

共
通
の
所
得——

消

費

農

が
.あ
る
と
し
て
第1
表
八
次
5

を
導
く
の
で
.あ



第 1 表所得水準と所得彈ヵ性

植物性食物 動物性食物
力ロリ一
計算によ 
る全食物

價格ゥュ
ートによ
全食物

戰前 戰後 戰前 戰後 戰前 戰後 戰前 戰後 戰前 戰後

25 80 (0.27) (.31) (.84) (.82) .34 (.38) .50 .55

35 110 ( .1 8 ) .22 (.79) ; .76 .27 •31 .47 .49

50 160 .09 .12 .73 •69 .20 .24 .42 .44

75 240 •01 .04 .64 .60 •15 .17 •37 .38

100 320 — .04 一 .01 .57 •53 .11 .14 .34 .34

125 400 - . 0 7 - . 0 4 .52 .47. .09 .11 .31 .31

150 480 一 .08 - . 0 6 .47 .43 .08 .09 .29 .28

200 640 - . 1 0 ― .08 .40 .36 .06 .07 .25 .24

250 800 - . 1 1 - . 0 8 .35 .31 .05 .06 .22 .21

300 960 - . 1 2 一 .09 .31 .27 .04 •05 .20 .18

K

爾
學
會
雜
：誌
四
十
九
：卷ヾ
.第
七
號

る
。
全
歐
州
の
動t

食
物
に
關
ず
る
彈
カ
性
は
平
均

〇
• ：

五
附
近
に
あ
り
、
 

.北
西
歐
州
で
は
〇
，
三
五
丨
，〇.五
の
値
を
示
し
て
い
る
。
概
括
的
に
苯
つ
て
植 

物
性
食
物
に
つ
い
て
は
、㈨
生
活
水
準
の
著
し
く
低
い
國
で
は
所
得
彈
カ
性
は 

プ
ラ
ス
と
な
り
、(b
)
稍
々
低
い
國
で
は
需
要
は
一
定
で
あ
り
、(c
)
中
位
以
上
の

:

五)

四
：
:

.

(

五
.

311.)，
'

:■
■

生
活
水
準
の
.國
で
は
負
の
彈
カ
性
を
示
し
て
い
る
。
，
北
西
歐
州
は
(0
)
の
部
に
、 

ィ
タ
リー

は
0)
)
に
そ
の
他
の
歐
州
諸
國
は(^
に
屬
す
。

カ
ロ
リ

I

合
計
に
ょ
る
.全
食
物
の
需
要
は
；北
西
歐
州
で
は

比
較
的
安
定
し 

〇
，
ニ 
ー
〇
*
1一
の
値
を
示
し
、.他
の
國
で
は
o

•四
丨
〇
•五
.を
.示
し
て
い
る
。 

(

嚴
密
に
云
え
ば
所
得
分
布
め
變
化
を
も
.考
慮
す
ベ
き
で
あ
る
が
こ

こ

で

は

一
 

膘
囘
避
.し
て
い
る
0)

.
こ
こ
で
更
に
食
物
を㈨
動
物
性
食
物
ぅ
㈨
穀
物
、
(0
)
果
' 

實
野
菜
に
分
け
て
考
え
る
と
叫
と(0
)
は
相
對
的
賞
澤
品
で
あ
り
、(b
)
の
所
得
彈 

力
性
'は
著
し
く
小
さ
い
。
各
項
目
間
の
代
替
關
係
が
稀
薄
な
と
き
に
.は
i

 

力
性
に
つ
い
て
も
同
樣
のこ
と
が
云
え
る
で
あ
ろ
ぅ
。
こ
れ
を
更
；に
特
殊
化
し 

て
所
得
水
準
が
不
變
な
場
合
に
つ
い
て
考
え
る
と
次
の
式
を
得
る
。

$
=
r
2
V
F
e

)

p
°T
O
c
a
,
c
>
;
p
、
§
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,

,

g
c
=
c
\
?

)

2v

?)

5.
多
、)

)

:
•
:
:

…

：(2)

.
g
/
H
3r
p
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t
Q
>
a
^
A
s
>
0
2
5

、
A
/ 

>/) 

q
t
H
r
v
t 
る 
3 

>

9
は
需
要
量
、2>
は
'各
項
目
の
平
均
價
格
、eは
債
袼
彈.力
姓
で
あ
る
。
ス
エ 

丨
デS

と
ィ
ギ
リ
ス
の
資
料
に
ょ
れ
ば
ぬ

(

P
a) 

= 

l
p
4
5
,

«>(

p
c)

=
o
o
5
, 

c) =

 —
0,05" 

.
 e(c,,a)=p40, 

.
e?;
/)

H
I
obo
o
, 

e

Q
«-) 

= 

—

p
2
0

を
得
る
。

.

こ
れ
は
通
常
の
意
味
の
價
格
彈
力
性
で
あ
る
が
、
同
時
點
に
お
け
る
國
際
間 

の
價
袼
比
率
を
使
用
し
て

c
r
o
s
s
-
s
e
c
t
i
o
n
.

の
彈
カ
性
を
求
め
る
と
、 

'

^

=

V

(

^
/
S
-
?
S

(

F

J

S

-。

』
r
=
0
.
8
4
)

 

g
c
=
r
、(
p
c

>6a
)
-
o
(
p
c
y
p
7
)
i

 

刃
=
0
.600
1,

s 

g
r
"
S
F
/
/
p
a
)
-
l
(
F
/
/
F
C
)
l
l

 

R
=
p
9
o
j

を
得
る
。
こ
れ
を
變
形
す
れ
ば
先
の
價
格
彈
力
性
と
對
應
す
る
値
が
出
る
が
、
 

J
u
r
i
e
n

は
兩
者
が
等
し
い
も
の
と
し
て標
準
誤
差
が
比
較
的
小
だと
し
て
い 

る
が
、
强
辯
.の
ぞ
し
り
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。
更
に
彈
カ
性
の
値
，は
一
部
に 

小
さ
い
數
値
が
あ
る
か
ら實
際
上
⑶
式
は
⑷
式
の
如
く
に
し
て
使
用
し
て
よ
い 

と
し
て
い
る
。
 

•

s
=
r
s
~
o
>

Q
C
H
k
c
p
a

 
ド
君
，

^

.：
：

.
£

以
上
がJ

u
r
§

§

の
說
の
大
要
で
あ
る
が
全
體
と
し
て
見
て
相
關
の
程
度 

が
比
較
的
低
い
に
も
拘
ら
ず
社
會
的
要
因
を
無
理
に
捨
象
し
て
經
濟
的
要
因
の 

一
賞
性
を
强
調
し
た
と
見
ら
れ
る
節
が
少
く
な
い
。(

鈴

が

諒

3

.

フ
. 

i 

. 

.

.

I
V 

. 

i十
年
を
i

し
て
、
隆
々
た
る
西
ド
イ
ツ
經
濟
の
復
興
と
發
展
は
、
し 

-
■
; . 

•

ば
し
ば
同
じ
敗
戰
國
た
る
わ
が
國
と
の

：

對
照
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
の
.注
目
と 

ぐ 

.，：關
心
の
的
た
る
を
失
わ
な
い
。
こ
と
に
一
九
四
八
年
六
月
の
西
ド
イ
ツ
に
お
け 

I
:

f
:

ン

.
'る
通
貨
改
革
を
起
點
と
す
る
そ
の
後
の
西
ド
イ
ツ
經
濟
の
安
定
化
の
經
過
、
な 

類
.

f

 

ら
び
に
と
べ
に
一
九
五
一
ニ
一
年
以
降
の
そ
の
獲
的
な
發
展
は

、
第
一
次
世 

) 

.
界
大
戰
後
の「

レ
ン
テ
ン
.
マ
ル
ク
の
奇
蹟1_
に
對
應
し
て
、.-
'P

ド
イ
ツ
...マ 

1/ 

’ 

ル
タ
の
奇
蹟」

と
し
て
さ
え
內
外
に
暖
傳
さ.れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る;°
.-

:

:

.
 

書

評

及

び
' 紹
介

.

こ
の
復
興
の
謎
を
探
る
意
味
か
ら
、
わ
が
國
識
卷
の

r

西
ド
イ
ツ
經
濟
の
復 

興
過
程」

.
の
實
態
に
っ
い
て
の
興
味
は
深
く
、
.こ
れ
ま
で
に
幾
多
の
見
聞
記
や 

訪
問
記
を
は
じめ
、

各
專
r a

分
野
に
っ
い
て
.め
報
告
書
の
紹
介
や
論
說
の
罾
豸 

等
が
行
わ
れ
て
い
る':
0
し
か
し
戰
後
の
西
ド
イ
ツ
經
濟
全
般
に
っ
い
て
の
考
察 

を
极
っ
た
い
わ
ば
總
括
的
な
論
作
は
案
外
に
少
な
い
。

_
從
來
b
が
國
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
ぅ
ち
、
目
星
し
い
も
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